
 

 

 小林愛実 
 
ピアノ・リサイタル 

 

２０１９.７/１２（金） ◆

◆

開演

開場

１９：００
１８：３０

 
 

Ｓ席５,０００円/Ａ席３,５００円 〈全席指定・税込〉 
        ※３歳未満のご入場はご遠慮ください。 
 

【主 催】 読売新聞社、ＦＭ ＦＵＫＵＯＫＡ、ＦＫゼネラルイベント 

【共 催】 (公財)アクロス福岡 

【後 援】 福岡市、福岡市教育委員会、(公財)福岡市文化芸術振興財団、 

 (一社)全日本ピアノ指導者協会、(株)ヤマハミュージック 福岡店、 

 (株)河合楽器製作所カワイ福岡、(株)ファイネストピアノ福岡、 

 (株)日本楽芸社、ララクルジャパン 
 

 お問い合わせ  ＦＫゼネラルイベント ０９４８-２２-４６４５ 
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■アクロス福岡チケットセンター：092-725-9112 
 

■チケットぴあ：セブンイレブン、サークル K・サンクス 

（P コード 135-275） 0570-02-9999 
 

■ローソンチケット：ローソン、ミニストップ 

(L コード 83276) 0570-084-008 
 

■FK ゼネラルイベント：0948-22-4645 

 

世界 に 羽 ば た く 天 性 の ピ ア ニ ス ト 

 福岡シンフォニーホール 
 (アクロス福岡１階) 〒８１０-０００１福岡市中央区天神１丁目 1-1 

〈第 1部〉 ショパンChopin 
華麗なる変奏曲 変ロ長調 Op.１２ 

４つのマズルカ（第１８-２１番）Op.３０ 

スケルツォ 第３番 嬰ハ短調 Op.３９ 

スケルツォ 第４番 ホ長調 Op.５４ 
 

〈第 2部〉 シューマンSchumann 

アラベスク ハ長調 Op.１８ 

謝肉祭「４つの音符による面白い情景」Op.９ 
 

 

 ※曲目は変更する場合があります。予めご了承ください。 

絶 賛 発 売 中 

©Akira Muto 

目覚ましい進化を遂げた小林愛実が弾く 

ショパン・シューマン 

２０１５年ショパン国際ピアノコンクール 

日本人唯一のファイナリスト 

１２年ぶりに福岡シンフォニーホールに登場!! 



 

〈ピ ア ノ〉 小林 愛実 Aimi Kobayashi 
１９９５年山口県宇部市生まれ。 

８歳より二宮裕子氏に師事し、２０１１年桐朋学園大学付属高校音楽科に

全額奨学金特待生として入学。２０１３年よりフィラデルフィア・カーティス

音楽院に留学。現在、マンチェ・リュウ教授に師事し研鑽を積んでいる。 

３歳からピアノを始め７歳でオーケストラと共演、９歳で国際デビューを果た

す。２００５年（９歳）以降、ニューヨーク・カーネギーホールに４度出演、 

パリ、モスクワ、ポーランド、ブラジル等に招かれ、スピヴァコフ指揮モスク

ワ・ヴィルトゥオーゾ、ブリュッヘン指揮１８世紀オーケストラ、ジャッド指揮

ブラジル響等と共演。ポーランドには、「ショパンとヨーロッパ」国際音楽祭

ほか、協奏曲のソリストとして度々招かれている。国内でも多数のオーケス

トラと共演し、サントリーホールをはじめ各地でもリサイタルを行い、高い評

価を得る。２０１０年（１４歳）「デビュー！」でCDメジャーデビュー、翌年セ

カンドアルバム「熱情」をリリース（EMI CLASSICS）。また、同年ショパン生

誕２００年記念に際して、ポーランド政府より「ショパン・パスポート」を授与 

された。２０１５年（２０歳）１０月、「第１７回ショパン国際ピアノ・コンクール」に出場、ファイナリスト。２０１７年７月

にはモスクワ・フィルの日本ツアーでソリストとして迎えられ、ラフマニノフのピアノ協奏曲第２番を共演した。幼少

期より多くのメディアから注目を集め、フランスのLCIテレビのドキュメンタリー、日本テレビ「深夜の音楽会」、テ

レビ朝日「題名のない音楽会」、NHK-BS「みんなのショパン」、NHK-BSプレミアム「クラシック倶楽部」など多数

のテレビやラジオ番組にも出演。２０１５年にはTBS「情熱大陸」にも登場し話題を呼んだ。２０１８年ワーナーク

ラシックスとのインターナショナル契約を発表。４月には７年ぶりとなるCD「ニュー・ステージ～リスト＆ショパンを

弾く」をリリース。８月には、ラ・ロック・ダンテロン国際ピアノ音楽祭に出演し絶賛された。 

今、世界的な活躍が期待できる日本の若手ピアニストとして最も注目を集めている。 

昨年に続き、福岡で演奏させて頂く事を、とても嬉しく思います。 

アクロス福岡は、１１歳の時にデビューコンサートを行った思い出深いホールです。 

１２年経った今また此処でリサイタルが出来ること、今から楽しみでなりません。 

今回はロマン派を代表する２人の作曲家、ショパンとシューマンでプログラムを構成しました。 

シューマンがショパンを崇拝していた事はとても有名な話ですし、 

ショパンもシューマンに「バラード２番」を献呈しています。 

同じ時代を生きた個性溢れる２人の作曲家の音楽をお楽しみ下さい。 

       小林 愛実 

A i m i  K o b a y a s h i  P i a n o  R e c i t a l 

(C)Akira Muto 

 ◇◇◇ 託児サービスご案内 ◇◇◇  ※生後 4か月から小学校入学前のお子様対象 
 

託児サービスを希望される方は、チケット購入後、下記にお申し込みください。 

(株)テノ.サポート  0120-8000-29/☎092-263-3580 （月-金/９：００～18:00） 

■託児料の一部として、お子様１人につき 1,000円(消費税込)をご負担いただきます。 

２０１５年「ショパン国際ピアノコンクール」に出場し、 

４５か国４４５人の中から日本人として１０年ぶりにファイナリスト１０名に残り、 

圧巻の演奏でワルシャワの聴衆を魅了した。 

天性の才能の持ち主、小林愛実の桁外れの実力のステージをご体感ください。 
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